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第 1 章「序論」――問題提起  


















































国にいる学習者 168 名、日本にいる学習者 153 名を対象としてアンケート調査およびフォ
ローアップインタビューを行なった。さらに対照分析の基準として、中国語学習歴のない




























及び訳者がそれぞれ同一人物ではない日本語原書 5 冊（訳書とあわせ合計 10 冊）の各













































































































































































































氏  名  楊 敏      印 
（ 2012年 12月 18日現在） 
学位論文 
 
1. 間接的言語行為における日中対照―中国語を母語とする初級学習者の習得の面から―  




● 1．楊敏（2006）「間接的言語行為としての『自己表出表現』における日中対照－『かな』を中心として－」    
『早稲田大学日本語教育研究』8号，早稲田大学大学院日本語教育研究科，137-149. 
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● 3．楊敏（2007）「文体混用と表現意図－丁寧体から普通体へのシフトについて－」『文体論研究』53号，日 
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研究業績関連説明書 
 
■以下に、研究業績書の中の規定の３本について、博士学位申請論文との関連について説明します。 
 
論文１「間接的言語行為としての『自己表出表現』における日中対照－『かな』を中心として－」 
【要旨】 
本論文において筆者は、日中両国にいる中国人日本語学習者、日本語母語話者を対象としたアン
ケート調査、フォローアップ・インタビューの結果から、「かな」を代表とする日本語の「自己表
出表現」が中国人学習者を対象とする日本語教育現場の盲点となっていることを論じた。さらに、
「かな」を中心に、間接的言語行為として使用される「自己表出表現」の用例を整理・分類し、日
中対照を行った。日本語において「かな」に代表される「自己表出表現」の性質と特徴をつかむこ
とによって、中国人学習者の学習効果に影響を及ぼす原因を分析した。すなわち、第一に、日中両
言語にはともに「自己表出」という機能が存在しながらも、互いに異なる表現形式で表現され、し
かも両言語間において「自己表出表現」の明確な対応関係の規則が見当たらないこと。第二に、相
手の情報・反応に依存しないという日本語の「かな」の特徴が、中国人学習者を対象とする日本語
教育の現場において十分に認識されてないことが学習者にとって誤用の最大の原因となっているこ
とを明らかにした。よって、「自己表出表現」の習得については、「場」「人間関係」等の要素と
接合しながら間接的な機能を含め、全面的に理解・習得する必要があるという結論に導いた。 
 
【関連】 
 本論文は博士論文の4-3「文末表現と間接的言語行為」の第1、2、3節にあたる。博士論文では、
本論文で得られた結論をもとに、文末表現と文体等との関係へとさらに考察を展開し、分析を行っ
た。 
 
 
 
論文２「文体混用と表現意図－丁寧体から普通体へのシフトについて－」 
【要旨】 
 対話において本当の意味での独り言というものはごく少数であり、ほとんどの場合、「独り言」
は一種の間接的言語行為として用いられる。なぜこのような間接的言語行為が用いられるのか。そ
の背景にある本当の表現意図はどういったものなのか。本論文では、間接的言語行為という新しい
観点から、文体混用と表現意図との関係をあらためて吟味した。結論として、丁寧体を基調とする
会話に普通体を挿入することによって、必ずしも心理的距離が短縮されるわけではない。逆に、人
間関係を上手く把握することができず、自分に発言権があるのかどうか不確かな状況においてさえ
普通体を使用することができる。この場合それは、あたかも独り言に見せかけることで、自分と相
手との間に境界を設け、相手の領域に踏み込まない状況を作り出し、自己の表現意図を婉曲的に相
手に伝えようとするものである。 
 
【関連】 
 本論文は博士論文の4-3-6「文体との関係」にあたるものである。同時に、より広い視点から間
接的言語行為を考察し、博士論文で間接的言語行為と主語、述語との関係へと、研究を発展するき
っかけともなっている。 
 
 
 
 
 
 
 
論文３「『自己表出表現』における日中対照－間接的言語行為を中心として－」 
【要旨】 
本論文は、論文１「間接的言語行為としての『自己表出表現』における日中対照――『かな』を中心
として――」の研究結果を踏まえ、さらに考察を深めたものである。ドラマ・映画のシナリオ、テレ
ビ・ラジオ番組、日常生活から収集した「自己表出表現」の形式を有する間接的表現を、「日⇒中」、
「中⇒日」という双方向から日中対照を行い、自己表出表現と主語との関係を見てきた。対照研究の結
果、日本語原文では主語が省略されるものの、中国語訳文では補足される用例が多く見られた。特に、
動作者が主語である場合、中国語にて人称代名詞の形で補足される用例が多くあった。主語の補足によ
って、相手に行動してもらうといった表現意図をはっきりさせ、相手の縄張りに入る用例も数多く見ら
れた。いずれも、相手とのかかわりの度合いは、日本語のオリジナルより高くなる。 
 
【関連】 
 本論文は博士論文の4-3-4「主語との関係」にあたるものである。博士論文では、本論文で得ら
れた仮説をもとにさらに調査対象を3000文に拡大し、4-1「主語と間接的言語行為」に展開した。 
 
 
